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Tbe author has been interested in the relationship between literature and its environment.

And it is tIle main subject of the paper to discuss Crabbe's work as one of those signs in

the field of literature wbicb indicates the vast change in English society from 18tb

century to 19tb. In this part of the paper, Crabbe's realism and llis mode of expression

are examined chiefly from the point of view that they follow the tradition of 18th

century literature. The analysis of 19th century aspect of Crabbe's poetry will be left

to the next issue.

Sl. G.クラップ(1754-1832)の詩を読む人は今は少

なく,まれに読む人もそれを冗浸として退けることが多

いが,クラッブは日本人の語学力VL-も読みやすく,韻文

のストーリ-を原典で楽しむ快感に捨てがたいものがあ

る｡クラップは超大な量の詩行を残したが,その大部分

は同じ詩塑で小さな話をいくつも集める物語詩の形をと

った｡

18世紀末の庶民生活を題材vL_したこれらリアルな物語

詩に,同じ時代の特異な画家ホガースの物語絵を連想す

るのは,あながちわたしはかりでもあるまいと思う1｡

庶民性,日常性,物語性,教訓主義,訊刺,ユ-モア

と,両者の共通点を並べることはさておき,クラップが

倦むことなく書いた物語詩と,ホガ-スが独得の画風で

描いた版画や油絵のあいだに,それぞれの芸術が持つ迫

真力を通して,はっきりした共通の土壌のあるることを

実感するのは,少なくともわたしにとって,ひとつの発

見の喜びとなる｡

詩も絵画も社会的現象の一環をなすo社会は一個の有

機体として,絶えずゆっくりと流動するが,歴史に残さ

れたあらゆる人間の営みは,その時代のその社会をのぞ

き見させる窓の役割りを果たす｡ 18世紀の後半から19世

紀の初めにかけてイギリスに起った大きな社会的変動を

背景として, G.クラップの作品を考えることが,この｣→
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論の中でわたしの試みたことに姪かならない｡

$2･ ｢クラップはな紅もかも韻文にひっつけてしまう｣,

｢クラップは醜いものを描く-彼の描写は模写だから

ほんとうだけれども,それだからこそ醜い｣2という批難

があるoクラップはサフォ-クの漁村に生い立ち,レス

タS/ヤ,サフォ-ク,ウィルトシヤの各地で教区牧師と

して一生を終えたから,詩の題材はすべて田舎の教区民

の日常生活から得られた｡クラップは地方の自然を背景

として,老若,男女,貧富のあらゆる生態,とくにその

愚かしさと醜さを描く｡だがそれを詩にとって望ましい

と考えるか,望ましくないと考えるかには無関係に,ク

ラップの詩にはそれが善かれた時代特有の意味があった

のであり,それを少しでもありのままに捉えておくこと

は,作品の正しい理解への一助となる｡

1807年の詩集で初めて公VLされた『教区の記録』の目

頭で,クラップは次のように歌う｡

Tbe year revolves, and l again explore

Tbe simple annals of my parish poor;

Wbat infant-members in my flock appear,

Wbat pairs I bless'd in the departed year;

And who, of old or young, or nymphs or swains,

Are lost to life, its pleasllreS and its palms.

1 A. HuchonがGeorge Crabbe and his Times, London, 1907の中で両者の類似性を指摘している｡

2 L'Whatever is, Crabbe hitches into rhyme," L'Crabbe describes ugly things ; his descriptions are true

because they are facsimiles : because they are facsimiles they are ugly}' W. Hazlitt : The Spirit

of
the Age, London, 1825.
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No Muse I ask, before my view to bring

The bumble actions of the swains I sing.-

How pass'd the youthful, bow the old their days;

Wbo sank in sloth, and who aspired to praise;

Tbeir tempers, manners, morals, customs, art,

What parts they had, and how they 'mploy'd

thier pa'rts ;

By what elated, soothed, seduced, depress'd,

Full well l know-these records give the rest.

(The Parish Register, I )

(年はめぐり,わたしは貧しい教区の簡素な記録を再

び練る｡過ぎし年,信徒のだれVL_幼児が生まれ,だれ

に結嬉の祝窃を与え,老若男女のいずれが,生命その

着びと苦しみを失ったか｡

わたしは若い衆のふるまいを歌うのに,詩神ミュー

ズの助けを求めて,それを目に浮べよう とは思わな

い｡若者や老人がいかにその日々を過ごしたか｡だれ

が怠惰V-おぼれ,だれが神をたたえようと願ったか｡

みんなの気質,行儀,品行,習慣,職業｡どんな才を

持ち,それをどのように用いたか｡なにに意気あが

り,心なごみ,惑わされ,消沈したか｡わたしはよく

知っている-そしてこれらの記録が足りないところ

を補う｡)

まず目VLつくことは,田舎の若い女や男を〃nymphs or

swains"と表現するような因襲的語法への従順さと,そ

の一方VL,ミュ-ズに祈る田園詩の伝統への反抗とでは

あるまいか｡これらの点VLついては後むこ触れることとし

て,とにかく詩人はこのあと洗礼,結婚,埋葬の3部に

分けて,教区民のあいだに起ったさまざまな出来事を,

牧師の口を通して語るo

想像力の詩神に頼ることなく,記録をもとにひなびた

教区民のありとあらゆる生態を,自分の日で見たまま忙

記述する態度を,一応はリアリズムと呼んで差し支えな

いと思う｡R.L.プレットは｢クラップをほめる人もけ

なす人も,その詩の根源が正確で忠実な描写VLあると考

える｣3というが,クラップの描写にみられる客観的正密

さは,たしかにその1)アリズムを支える主柱のひとつで

ある｡

Suctl is that room wbicb one rude beam divides,

And naked rafters form the sloping sides;

Wbere the vile bands that bind the tIlatCb are seen,

And lath and mud are all that lie between,

Save one dull pane, that, coarsely patcb'd gives

Way

To the rude tempest, yet excludes the day.

Here, on a matted flock, with dust o'erspread,

The drooping wretch reclines his languid head;

For bin no band the cordial cup applies,

Or wipes the tear that stagnates in his eyes;

No friends with soft discourse his pain beguile,

Or promise hope till sickness wears a smile.

(The Village, I )

(この部屋は中央VL一一本の荒けずりのはりが走り,む

き出しのたる木が頭上に斜面をつくる｡ふき屋根のわ

らを束ねた醜い縄が見え,うす暗い-箇所の窓を除け

ば,内と外をへだてるものは,木づりと壁土ばかり｡

その恵も粗末につくろってあるので,嵐がくればひと

たまりもないが,今は一応日よけの役に立つo ここに

ほこりを被ったぽろくずを敷き,からだの衰えた収容

者が力なく横たわっている｡ -ばいの飲みもので力づ

けてくれる人も,目によどむ涙をふいてくれる人もな

く,やさしい話し相手となって苦痛をまぎらせ,希望

を与えて病をやわらげてくげる友もない｡)

この救貧院内部の描写を, 20行ほど前にあるそこの収容

者たちの描写とあわせ読むとき,その細密さがなぜか鬼

気せまるものを感じさせるのではあるまいか｡またクラ

ブブは自然描写の点でも定評があるが4,

Lo ! where the heath, withering brake grown o'er

Lends the light turf that Warms the neighbouring

pOOr;

From thence a length of burning sand appears,

Wbere the thin harvest waves its witber'd ears;

Rank weeds, that every art and care defy,

Reign o'er the land, and rob the blighted rye:

Tbere thistles stretch their prickly arms afar,

And to tlle ragged infant threaten war;

There poppies nodding, mock the hope of toil;

There the blue bugloss
paints the sterile soil;

Hardyand high, above the slender sheaf,

The slimy mallow waves her silky leaf;

0'er the young shoot the cbarlock throws a shade,

3 "Crabbe's admirers as well as detractors all too often assume that the nerve of his poetry is accurate

and faithful description." R･ L･ Brett : George Crable (Writers and Their Works, no･ 75), London,

1956.

4 バイロン卿は English Bards and Scotch Reviewers (1809)の中でクラップを"Nature's sternest

painter, yet theこbest=と呼んだ｡
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And clasping tares cling round the sickly blade.

(The Village, I )

(見よ,そこには枯れた草むらの生い茂るヒースの荒

野があって,近くの貧しL,l､人びとに燃料の泥炭を与え

ている｡そこから長い焼けるような砂地が見え,そこ

ではやせた作物がしおれた穂をなびかせる｡いくら手

入れをしてもはびこる一面の雑草が病害を受けたライ

麦を弱らせる｡あざみがとげのある腕を遠くのばし,

ほろをまとった幼児を傷つけそうである｡けしの実は

風にうなずきながら,労苦の希望をあざけり,むらさ

き革は不毛の土地をいろどる｡麦束の上に,強く高く

頭を出すぜにあおいが,柔い葉をなびかせ,からしな

が若芽の上に影を投げ,からすのえんどうが枯れ葉の

まわりにからみつく｡)

こうして雑草の荒野を科学者の細密さで描く筆致忙.し

ばしばクラップの真価がうかがわれることは,争われな

い事実と思われる｡一方クラップの写実的描写は,住居

とか風景とか,ものの世界はかりてはなくて,人間その

ものから,さらにはその心の奥底にまで及ぶ｡堕落しき

って,いまは救貧院にいる男の昔の醜い慾望を,クラッ

プは次のようにえぐり出す.

Beauty alone has for the vulgar charms,

He wanted beauty trembling with alarms:

Eis was no more a youthful dream of joy,

Tbe wretch desired to ruin and destroy;

He bought indulgence with a boundless prlCe,

Most pleased when decency bow'd down to vice,

Wben a fair dame her busband's bononr sold,

And a frail countess play'd for Blahey's gold.

(The Borough, XIV)

(この卑しい男は美女にのみ心ひかれ,美しい女の恐

れおののく様を好んだ｡若者らしい喜びの夢を持つこ

とはもはやなく,この醜い男は堕落と破滅を見ること

のみ求めた｡金銭に糸目をつけず放とうをあがない,

清らかな心が悪徳に屈するとき,またうるわしい婦人

がその大の名誉を売るとき,さらには誘惑に陥り易い
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貴婦人が,プレイニ-の金を目当てに賭けごとをする

とき,ことのほか満足をおばえた｡)

人間のけがらわしさを,ここまであからさまに書いた詩

人も少くなかろう｡そこで以上の引用例に見られるクラ

ップの描写の特徴を,経験主義,即物主義,細部主義,

客観主義というよう忙整理することは可能かと思われる

が,要するV-これは,描写における科学者的態度という

ことVLなるのではあるまいか.

詩人の息子が伝えるところによれば, ｢父は絵画や音

楽や建築や,画家の目に美しい風景とうつるものには,

まるで愛好心がなかった｡しかし父は科学一第一に人

間の心の科学--こたいして,次に自然一般への科学,

さらに抽象的な数量-の科学に情熱をもった｣5という｡

また0. s/グワースは｢クラップは生涯にわたって植物

学と昆虫学に関心を持ち,晩年には化石に熱中したo ･･･

･･･彼はサフォ-クで既に知られていた植物に40種をつけ

加えるほどの植物学者であった｡ 1795年『レスクー州の

歴史と古事』と『ベルゲァー峡谷の自然史』を執筆し

た｡｣6 という｡こうしてみると,クラップは若いころ-こ

医術を習得しようとして始めた科学-とくV-植物学

-の研究を,一生やめなかったことになるが,その詩

に見られる描写力の特色は,たしかにこの事突と関係し

ている｡クラップが詩を書く態度糾ま科学者が自然現象

を言己述する態度と共通するものがある｡

要するVLクラップは,自然にたいして科学者となり,

人間にたいして詩人となり,そこになんの異和も見なか

った｡一個人の中での詩と科学の同居は,現代において

は寄異にも感じられるが,そこにはクラップが生きた時

代の自然と人間の関係を考慮に入れることによって理解

し得るような要因もあった｡ B.ウィレ-が｢17世紀には
● ●

真理がキ- ･ワードであったのにたいして, 18世紀には
● ●

自然がキ-･ワードとなる｣7 といったその意味におい

て, 18世紀はやはり基本線において自黙を追求した時代

であり,詩と科学は他の文化体系とともに, ｢自然｣の

研究という点で未分化の状態vLあった,クラップの風変

わりな描写力は,啓蒙期の自然研究が進展した間のひと

つの発展段階を示している｡クラップと前後してE.ダ

5 〃My father bad no real love for painting, or music, or arcbitectnre, or for what a painter's eye

considers as the beauties of landscape. But be bad a passion for science-the science of the human

mind, first;-then, that of nature in general ; and, lastly, that of abstract quantities.り G. Crabbe

(son) : The Life of
George Crabbe, London, 1947.

6 HHe had a lifelong interest in botany and entomology,and, in his later years, was fascinated by

fossils‥ ‥ be was enough of a botanist to have added some forty species of plants to those known

in Suffork･ In 1795 he wrote The Natural History
of the Vale of Belvior in The Histor2/

and
Antiquities

of the County
of

Leicester/'0. Sigworth : Nature's Sternest Painter, Uni-

versity of Arizona, 1965.

7 "Whereas for the seventeenth century `Truth' seemed to be the keyword, this time 〔eighteenth

century]
it is LNature'･" B･ Willey : The Eighteenth Century Background, London, 1950.
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ーウインが,同じ詩型を用いて自然科学詩『植物園』を

善いたが,こうした文化的土壌を背景としてクラップの

詩を読むとき,その描写が持つ歴史的な意味一当時の

読者層にとっての古さ,新らしさ,親しみ易さなど-

をたとえ部分的にでも再現できるのではあるまいかo

S3.クラッブのリアリズムを支える一方の柱がその描

写の仕方であるとすれは,もう一方の柱は主題の在り方

ということになる｡シグワースは｢クラップの詩の主題

は--ポープとジョンソンの写実的訊刺詩の場合と同じ

く一人と風俗である｡もっともロンドンの人と風俗で

はなくて,オ-)I,ドバラのそれではあるが.｣8 と考え

る｡事実クラップは『教区の記録』の序文の中で｢読者

はここで田園の素朴とか,田舎の粗野とかいう観念から

離れて,農民生活へのもっと自然な見方から村の風俗を

描こうとする努力を,再びご覧になるでしょう｣9と述べ

て, (ここで｢再びご覧VL_なる｣の再びという意味は,

前作『村』に続いての意味である)このあと｢記録を練

りながら教区民の人情世態を歌う｣というさきに引用し

た詩行v-入る｡そして田舎びとたちの出生と結熔と死亡

にまつわるもろもろの話を物語る｡

そのころの教区牧師は冠婚葬祭はもちろん,村のあら

ゆる出来事の相談にのり,またさまざまな秘密も信徒の

告白を通して知ることができたから,クラップは人生に

通暁する機会VLめぐまれたo その上この詩人VLは人間へ

のあくことない好奇心があった｡

Where crowds assembled I was sure to run,

Ⅱear what was said, and mused on what was

done;

Attentive listening in the moving scene,

And often wondering what the men could mean.

(Tales of
the Hall)

(人の群がるところへは必ず走って,みんなのいうこ

とを聞き,することを見た｡その場の騒がしさの中で

注意深く耳を傾け,人びとの意中を推し測った｡)

こうして詩人は｢観念を排し｣10,直接体験した事象だけ

をありのままK:提示して, ｢読者の空想や想像よりは,

平易な常識と冷静な判断｣11に訴えた｡ここでクラップ

の詩vLおける主題の特色は,第一に人情世態を描くこ

と,第二VL_それが体験に立脚していること,第三に空想

や観念にわずらはされないことの三点に要約できよう

が,これはクラップの詩が大ざっばにいって小説的,あ

るいは散文的ということになるのではあるまいか｡

『村』の出版以後20年以上VLもわたる沈黙の時期に,

クラブブは文学上の工夫を試みては,原稿を火にくべた

らしいが,その中vLは少なくとも3編の小説が含まれて

いた｡詩人の息子の伝えるところでは, ｢わたしは父の三

番目の小説の題名を忘れましたが,それが詩に出てくる

のとよく似た悲惨な部屋の描写から始まることと,母が

韻文で善かれた場合より効果が落ちると率直に述べたと

き,父が読むのを中止して,少し考えてから｢おまえの

いう通りだよ｣といったことを覚えています｡その結果

はこれら小説の草稿をゆっくり調べて,いつものように

火VL_くべましたo小さいころには原稿の焼却が子供たち

の楽しみでした｣12 という.こうしてみると,すでに詩

人自身も自分の文学VL適した表現形式として,ある程度

は小説を考慮したことがわかるo J.オーiティンがよく

冗談に｢できるものならクラップ夫人になりたい｣13 と

いった話は有名だが,
R･ L･プレヲトのように｢もしク

ラップを誰か他の文学者とくらべなけれはならないとし

たら,同時代の詩人たちよりも,むしろ19世紀の/J→説家

8 〃The subject of his verse was-as with the realistic-satiric poems of Pope and Johnson-men and

manners, even tbougb it was the men and manners not of London but of AuldborotlgI1." 0. Sigwortb:

Nature's Sternest Painter.

9 "In The Parish Register, the reader will find an endeavour once more to describe village-manners,

not by adopting tb.e notion of pastoral simplicity or assuming ideas of rustic barbarity, but by more

natural views of the peasantry," The Preface of Poems, 1807.

10 ibid.

ll "to the plain sense and sober judgement rather than to their fancy and imagination." The Preface

of The Tales, 1812.

12 "I forget the title of my father's third novel ; but l clearly remember that it opened with a descri-

ption of a wretched room, similar to some that are presented in bi島 poetry, and that, on my motber's

telling bin frankly that she tbougbt the effect very inferior to that of the corresponding pleCeS in

verse, be paused in his reading, and, after some reflection, said, `Your remark is just.' The result

was a leisurely examination of all tb.ese manuscript novels, and another of those grand incremations

which, at an earlier period, had been sport to his children." G. Crabbe (son) : The Life of George

Crabbe.

13 "Jane Austen would sometimes say, in jest, that if she ever married at all she could fancy being

Mrs Crabbe･'' F･ Whitehead : George Crabbe, blelections from his Poetry, London, 1955.
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たちを思い浮べる｣14 のも,さして不自然ではないと思

われる｡いわばクラップは, 18世紀小説の隆盛と19世紀

小説の出現とのあいだを埋める仲立ちの役割りを果し

た｡

18世紀が｢散文と理性の時代｣15 であり,この世紀で

の市民社会の成立が,近代小説の勃興をもたらしたこと

は,もはや定説となったが16, 1740年以降約30年間K:見

られた小説隆盛の裏VLは,たしかに社会的な必然があっ

た｡それはこの時期に著しく進展した地方の文化的向

上,読者層の大衆化,商業主義の発達,ジャ-ナ1)ズム

の拡大等と密接にかかわっていた.物語の舞台は都会の

サロンから解放されて;平凡な市民が主人公となり,日

常的な出来事が題材VL選ばれ,だれにもわかる平明な表

現が採られたo散文形式が求められたのは,まさ-ここの

意味VLおいてであったが,文学作品としての平明さとい

う点では,散文だけにその資格があったわけではないo

文学の読者にとって,定型化された韻文の方が親しみ易

いという面もあった｡

｢療古典主義の批評家たちから認められることなく,

もっぱら上流社会の黙認によって,英語匠よる韻文物語

の流れは18世紀のあいだ持続した｡物語への愛着は根強

く, ･-･･印刷物として現在残っているよりは,はるかに

多くのものがそのころ確かに存在した｡ -･･-これらはい

わばフィ-ルディングの小説を詩にしたようなたくさん

の写実的作品を生んだ･･････｣17 という人もいるようV-,

世間から低俗と見られる引け目はあっても,韻文による

スト- 1) -は, 18世紀英文学の底流として板強く流布し

ていた.ジグワースはそういう流れの中V-あったものと

して, J.スウィフトの『バウシスとフィVモン』, J･ゲ

イの『ト1)ゲィア』, M･7oライアの韻文世間話などを挙

げるが,そこに引用されるゲイの詩行は,日常の項事を

臆面もなく詩Vl_持ち込んだ点で,たしかV-クラップの詩

の先例となり得る｡孫引きVLなるけれども例示すると,

Wben dirty waters from balconies drop

And dext'rous damsels twirl the sprinkling mop,
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And cleanse the spatter'd sash, and scrub the

stairs;

Know Saturday's conclusive morn appears･

(Trivia, Book I)

(きたない水がバルコニ-から落ちてきて,器用な女

がしたたるモップを振り回わし,はねのかかった窓を

洗い,階段をみがくとき,やっと土曜日の朝が来たと

知れ｡)

幾分おどけた調子の下V-卑俗な細部を詩に描くやましさ

の隠されているのが感知されるが,ここからそのやまし

さを除去すれば,それはクラッブの詩風の特色忙ほぼ直

結するかと思われる｡ ｢すべてコミックな物語の場合vL

は,少しペンをひねることによって,それを悲劇(ある

いは感傷性)に変えることができる｡すでに手もとにあ

った材料を加工することが,クラップに残された仕事で

あった｣18わけで, 18世紀英文学に隠見する韻文物語の

伝統の中からクラッブの作品を眺めるとき,その歴史的

意味の一面が浮び上ってくるのではないかと思われるo

i4.田舎の町や村を舞台にして練りひろげられる人間

ドラマを,科学者のち密さと忠実さで韻文に歌うクラッ

ブのリアリズムは,ひとつには啓蒙期における自然研究

の,もうひとつには市民社会成立期における小説興隆

の,それぞれ流れVL沿っていた点で18世紀思潮の一局面

を表わしていた｡そしてクラップがそれを表現するため

に用いた言葉-詩型,用語,韻律-も決して同じ流

れからはずれてはいなかった｡わずかの例外を除けは,

クラップはその作品の大部分を書くのに,ヒロイック･

カブレットしか用いなかった｡それが凝古典派時代を

風びした詩型の典型であったことは云うまでもない｡

この意味では,クラップの直接の師匠はやはりポープ

であり, R.L.ブvットも｢クラップは変化V-富んだ

柔軟なカ7oレットの使い方をポ-プから学んだ｡とくV-

詩行の単調をやぶるためV-休止を移動させる技術と,リ

ズムを自然の語調VL_近づける技術とをポープから習得し

14 "If one had to compare Crabbe with other writers, one would think not so much of his fellow poets

as of the novelists of the nineteenth century." R. L. Brett : Gerorge Crabbe (Writersand Their

Work, no. 75)

15 M.アーノルドが18世紀を〟tbe age of prose and reason"と呼んだ｡

16 内多毅｢18世紀における小説の確立と展開｣ (英米文学史講座第5巻)研究社,昭和36年などを参照のこと.

17 〃Witbout recognition from 血eo-classic criticism and only by snfference of the respectable, the

stream of English narrative verse continued during the eighteenth century･ The love for story

remained‥‥ Much more of it doubtless existed than llaS Survived in print‥ ‥ they produced a

number of realistic pieces, the pわetic counterparts of Fielding novels….〟 J. W. Draper : Metrical

Tale in XVIII century England, PMLA, XLII (1937).

18 L'Aswith all comic tales, a twist of the pen could have changed it into tragedy (or perhaps

sentimentality), and this was the turn wbicb it remained for Crabbe to give material wbicb was

already at hand/' 0. Sigworth : Nature's Sternest Painter.
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た｣19 と述べている.クラップの習作『酪酎』の目頭を

『ダンシアッド』のそれと並べると,前者の後者にたい

する恭順ほ,一目瞭然となる｡

The mighty spirirt, and its power which stains

The bloodless cheek and vivifies the brains,

Ising.

(Inebriety)

(力強い酒精,血の気のない頼を染め,頭脳に活気を

与えるその力を,わたしは歌う｡)

Tbe mighty mother, and her Son, who brings

The Smithfield Muses to the ear of Kings,

Ising.

(Dunciad)

(力強い母とその息子,王侯の耳VL-スミスフィールド

の詩神の声を聞かせるものを,わたしは歌う｡)

このようVLしてドライデンやポ-プの詩行を手本にして

それVL_変化を与え,その技巧のたくみさを競うことは,

18世紀イギリス詩壇の一種の習わしであったから,クラ

ップの用語や配語が,詩塑と同様オ-ガスタンの伝統VL

深く結び付いていたことは論をまたない.先に引用した

『教区の記録』の最初の数行に現われた"nymphs and

swains"のような古典派の慣用語,また出生,結線,

死亡をそれぞれ〃wbat infant-member in my flock

appear. /What pairs l bless'd in the departed
year;/

And who, of old or young, or nymph or
swains,/Are

lost to life, its pleasures and its
pains."とまぁりく

どく表現する常とう的云いまわしは,クラップの語法の

由来を示している.ポ-プの使徒たちが羊を〟wooly

breed"と呼び,蛙を"loquacious race",イ､鳥を"fea-

thered people"と呼んだことは詩的語法の典型として

知られるが,

Big as his butt, and, for the self-same use,

To take in stores of strong fermenting Juice.

(The Parish Register, Ⅱ)

(酒だるのような大男で,その大きいわけも同じく,

血を沸かせる強い液汁をたっぷり中v-おさめるため｡)

ここの｢血を沸かせる強い液汁｣で｢酒｣を意味する常

とう語法が,この場合のように直愉と一体となって,現

代の読者の興味をもひくに足るユ-モアを生むこともあ

った.そのほか『教区の記録』目頭の引用箇所にも,多

かれ少なかれうかがうことのできる詩人常用の古典的手

汰--

Ⅲe fish'd by water and be filch'd by land:

(The Borough, XXII)

(彼は海で魚とり,陸でものとりをした｡)

Tbe start of terror and the groan of fear;

(ibid･)

(恐傑の驚き,恐怖の岬き｡)

のような意味と音韻とからみ合った対照法,

Pinn'd, beaten, cold, pinch'd, threatened, and

abused-

(ibid.)

(しぼられ,打たれ,冷え,縮み,おどされ,罵ら

れ-)

Ever the truest, gentlest, fairest, best-

(Tales in Verse)

(世にも正しく,おだやかで,美しく,すぼらしい

-)

こうした打ちつけるような遵辞省略,

But kept ller farm, her credit, and her tongue:

(The Parishe Register, I)

(しかし農園と信用とおしゃべりはそのまま続けた｡)

‥

‥admired,
if not approved;

praised, if not honour'd ; fear'd if not beloved;

(ibid.)

(賛成されなくとも敬服され,たたえられなくとも感

心され,慕われなくとも恐れられた｡)

のような同語重畳,

A Child of Same,-stern Justice adds, of Sin,

(The Parishe Register, I )
● ● ● ● ● ●

(おごそかな正義が,不名誉の子供に,さらに罪のと

いう語を付け加える｡)

19 HFrom Pope, Crabbe learnt how to achieve variety and flexibility in his use of the couplct･ Espe-

cially did he acquire the trick of moving the position of the caesura to break up the monotony of

the line and to approximate to the rhythm of natural speed," R. L. Brett : George Cra的e(Writers

and Their Works, no. 75)
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Tbe louder Scandal walk'd tb.e Village-green:

(ibid.)
● ●

(声の大きい醜聞が村の共有緑地を歩き回った｡)

この種の擬人法, I-これら詩的語法のすべては,言葉

による蔑何学模様の趣きを持つが,このほか忙も18世紀

の英詩で極端なまでに形式化された修辞法が-ひしめい

て,クラップの詩を形づくっている｡

1812年にスミスという兄弟が,当代の人気ある詩人た

ちの愉快なパロディーを作って出版し,クラップもその

詩風の退屈さと陳腐さをやり玉にあげられた｡スミスは

その註の中で,

So, to amend it, I was told to go

And seek the firm of Clutterbuck and Co.;

(Tales of
the Hall)

(そこで,それを訂正するために,クラグ-バック商

会を探してこいといわれた｡)

という詩行を例にあげて,クラブブの無体裁な行末韻を

邦輸した20｡こうしてクラップは,同時代の人たちから

も詩の技巧の無頓着さを問題にされたが, 19世紀以降も

｢技法が今日の芸術家に要求される第一の資質であり,

クラップの技法にはひどい欠陥が多すぎる｣21として,

この種の批判は後々までも受けつがれた22.

クラップが文体に意を用うること少なく,型にはまっ

た韻文を書いたことは否定できないにしても,それ-こは

それなりの理由もあったし,また詩人自身忙してみれ

は,ずいぶんと努力もしたらしいふしがあるo ｢わたし

はいくつかの事情で旅行すもわけにいきません.わたし

は最新のそして(まず間違いなく)わたしの最後の作品

を,印刷にまわす準備ができていないのです｡原稿の修

正V._どうしてよいか分からないほど時間がかかります.

･--正直のところ,韻文を書いて読んで直すのに,もう
うんざりしました｣23 というチャーター夫人にあてた晩

年の手紙も残っている.やはり作品の推こうには終生意

を用いたものと思われる｡ここにいう作品とは, 1819年

の『屋敷の物語』のことで,事実これがクラップの生前

最後の出版となったが,その中においてさえ,金持ちの

妾となった女が,昔の恋人-こ会って歌う
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My Damon was the first to wake

Tbe gentle flame that cannot die;

My Damon is the last to take

The faithful bosom's softest sigh;

Tbe life between is nothing worth,

0! cast it from thy thought away;

Think of the day that gave it birth,

And this its sweet returning day.

(Tales of
the Hall)

(わたしのディモンは,消すことのできぬ

静かな焔をはじめて燃え上らせた人｡

わたしのディモンは,かわらぬ胸の

やさしいため息を最後にうはう人｡

その間の人生は生きる値打ちもなかった｡

おお,それをお前の心から捨て去るがよいo

そして初恋の生れたあの日と,

それが戻った甘いこの日を思うがよい｡)

こんな隔行忙押韻した8音節詩行を,物語の途中にさし

はさむ欽唐的な試みも忘れなかった｡またクラップの詩

行を冗渡とみればそれまでのことだが,教区一番の女丈

夫に死期の近づいたことを述べるくだりで,

wben, as the busy days of Spring drew near,

That call'd for all the forecast of the year;

when lively hope the rising crops survey'd,

And April promised what September paid;

wben stray'd her lambs where gorse and

greenweed grow ;

when rose her grass in richer vales below;

when pleas'd she look'd on all the smiling laLnd･

And viewed the hinds, who wrought at her

command ;

(poultry in groups still follow'd where she

went; )

Then dread oJercame her, - that her days were

spent.

(The Parish Register, I)

(春のあわただしい日が近づいて,一年のあらゆる予

20 J. & H. Smith : Regected Adresses, London. 1812･

21 "Technique is the first quality demanded of an artist
in our day, and Crabbe's technique is too

often defective in the extreme." C. Ainger : Crabbe (English Men of Letters), New York, 1903･

22 G. Saintsbury : Essays in English Literature, 1780-1860, London, 1895あるいはL･ Stephen :

Cγα的β, London, 1904など｡

23 "My journey is prevented by several Circumstances ; I cannot yet prepare my new, and (most

assuredly), my last Work for the Press : the Correction takes more Time than I know how to

spare :

…to
say the Truth l am weary of reading, writing, and correcting Verses･= 0･ Sigwortb :

Nature's Sternest Painter.
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想を呼び起こすとき,新鮮な希望が東え出る作物を見

渡し, 4月が9月の獲り入れを約束するとき,はりえ

にしだやひとつはえにしだの中を,彼女の羊たちがさ

まようとき,下方のゆたかな谷間に彼女の草が生い茂

るとき,楽しい心でほほえむ大地をながめ,彼女の云

いつけで働く作男を見るとき, (難たちは群をなし

て,いまも彼女VL一附いてまわるが)そのとき,恐れが

彼女を襲った-自分の人生は終ったという恐れがo)

こんな具合に生き生きとした春の叙景が,同じ文型でい

くつも続くあとだからこそ,女傑の死期をさとるという

最後の1行が,迫力をもって読者に伝わるのではあるま

いか｡くどく感じられる細かい叙述の反復も,結語を効

果的に導くための半ば意図的な語り口に通じていたと想

像される｡ H･ダリアソンは｢クラップの文体も韻律も,

感情と主題VL適した外観をとっていて,必ずしも文体が

平板で,韻律が単調とはいえない｡｣24と弁護している｡

ダリアソンは同じ箇所で｢クラップにとって事実に即

したそっけない文体一詩人自身のいう雰囲気のない詩

--は,どんな装飾的な文体,盛り上る韻律よりも彼に
適していた｣25 という｡またE.チャイルドも｢クラッ

プがほとんどカブレットだけV-固執したことは,たしか

に賢明であったo人物の細かい描写や平たんな物語の展

開VL-は,それ以上に適した詩型はあり得ない｣26 とい

う｡つまりクラップが用いた表現上の手段は,その内容

を表わす必要から,おのずと選ばれたものであった｡科

学者の自然観察のようvL冷静で微細な描写と,田舎町で

の人と風俗を描いて人生の実相を再現する物語というク

ラップの詩の本質が,あの詩塑と用語と韻律とを選択さ

せたのにほかならなかった｡

したがってクラップのリア1)ズムが,その時代の社会

的,文化的土壌の一局面を表わしていたのと同じ意味に

おいて,クラップの採った表現の様式も,またその時代

の知的風土と密接v-関連していた.すでにしてカブレッ

トがオ-ガスタンの詩人たちの詩塑の上に君臨したこと

自体,この時期の自然概念のひとつの表われと考えるこ

とができる.存在は物理的な原理に支配された秩序ある

統一体をなすとする啓蒙期の自然観が,理神論の興隆や

科学研究の進歩や,幾何学的整然さをもつ庭園術の流行

や,安定した階級組織等の諸現象の板抵を支えた｡ 10音

節詩行2つを単位として規則正しく押韻し,くっきりと

した対照語法を基盤として,行末休止を正格とするヒロ

イック･カブレットが,そのころの人びとの存在全体に

またがる秩序と平衡の感覚に,美しく適合したことは想

像にかたくない｡ ｢押韻されたカブレットの基本は対照

法であり,対照法はオーガスタン時代の多くの文学者に

とって,自然の表現様式であった.ポープVLとってカブ

レットは,事物の全組織の中における人間の二面的な地

位を述べるVLもっとも適した韻律であった｣27 のであ

り,クラッブが人生の表裏両面を機械的な正密さで描出

するために用いたあの表現の様式は,後の時代の読者か

らどのように見えようとも,それが善かれた時代特有の

意味に裏打ちされていた.

これまでのところ,クラップの詩の特色のうち,主と

して18世紀の伝統に沿う面を考察の対象としたが,実際

はこれらの伝統は, 18世紀が終末に近づくにつれて,除

々にイギリスの文学界から消滅しつつあった.クラップ

が『村』を書いて文壇に登場したのは1783年であり,そ

れ以後の主要な作品は,すべて19世紀に入ってから出版

された｡だからクラップの作品は, 18世紀から19世紀へ

移る一過程を具象化していた.いかなる作品も,それが

善かれた時点にあっては,伝統の末端と革新の先端との

接点に立つ｡クラップは18世紀の伝統に従ったのと同じ

程度に,その時代の新らしさをも具現していた.そして

19世的な面への考察を以下に続く章(その二)の中で行

ないたいと思う｡

24 uCrabbe's style and verse are the fitting garb of his feeling and themes, nor his style always flat,

his verse always monotonous･" H･ Greason : A Critical History
of

Englich Poetry, London, 1950.

25 ''For Crabbe's purpose the matter-of-fact style,-poetry without an atmosphere, as he himself

ca11s it
-

･ ･ ･ was better suited than a more decorative style, a more swelling verse." ibid.

26 〃Crabbe was undoubtedly wise to keep almost exclusively to his couplets. No metre could be

better suited to his close sketches of character or to the level development of his tales." H.

Child : George Crabbe (The Cambridge History of English Literature XI), London, 1932.

27 uThe basis of the rhymed couplet isantithesis,and antithesis for many Augustan writers was a

natural mode of expression･ For Pope the couplet was the most appropriate measure in which to

state man's equivocal positioninthe scheme of things :" R. L. Brett : George Crabbe (Writers
and Tbier Work, no. 75).


